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刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
姦
淫
」
を
「
強
制
性
交
等
」
に
改
め
る
。

か

ん

い

ん

第
三
条
第
五
号
中
「
第
百
七
十
九
条
」
を
「
第
百
八
十
一
条
」
に
、
「
強
姦
」
を
「
強
制
性
交
等
」
に
、
「
準
強
姦
、
集
団

か

ん

強
姦
等
、
未
遂
罪
）
、
第
百
八
十
一
条
（
」
を
「
準
強
制
性
交
等
、
監
護
者
わ
い
せ
つ
及
び
監
護
者
性
交
等
、
未
遂
罪
、
」
に

改
め
、
同
条
第
十
二
号
中
「
名
誉
毀
損
」
を
「
名
誉
毀
損
」
に
改
め
、
同
条
第
十
三
号
中
「
第
二
百
四
十
一
条
」
を
「
第
二
百

き

四
十
条
」
に
、
「
、
強
盗
強
姦
及
び
同
致
死
）
及
び
」
を
「
）
、
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
（
強
盗
・
強
制
性
交

等
及
び
同
致
死
）
並
び
に
」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
二
第
一
号
中
「
第
百
七
十
九
条
」
を
「
第
百
八
十
一
条
」
に
、
「
、
強
姦
」
を
「
、
強
制
性
交
等
」
に
、
「
準
強

姦
、
集
団
強
姦
等
、
未
遂
罪
）
及
び
第
百
八
十
一
条
（
」
を
「
準
強
制
性
交
等
、
監
護
者
わ
い
せ
つ
及
び
監
護
者
性
交
等
、
未

遂
罪
、
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
及
び
第
二
百
三
十
八
条
か
ら
第
二
百
四
十
一
条
ま
で
」
を
「
、
第
二
百
三
十
八
条
か
ら

第
二
百
四
十
条
ま
で
」
に
、
「
、
強
盗
強
姦
」
を
「
）
並
び
に
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
及
び
第
三
項
（
強
盗
・
強
制
性
交
等

」
に
改
め
、
「
こ
れ
ら
の
罪
」
の
下
に
「
（
同
条
第
一
項
の
罪
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。



- 2 -

第
二
編
第
二
十
二
章
の
章
名
中
「
姦
淫
」
を
「
強
制
性
交
等
」
に
改
め
る
。

か
ん
い
ん

第
百
七
十
六
条
中
「
男
女
に
」
を
「
者
に
」
に
改
め
る
。

第
百
七
十
七
条
の
見
出
し
を
「
（
強
制
性
交
等
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
暴
行
」
を
「
十
三
歳
以
上
の
者
に
対
し
、
暴
行
」

に
、
「
十
三
歳
以
上
の
女
子
を
姦
淫
し
た
者
は
、
強
姦
の
罪
と
し
、
三
年
」
を
「
性
交
、
肛
門
性
交
又
は
口
腔
性
交
（
以
下
「

か

ん

い

ん

こ
う

く
う

性
交
等
」
と
い
う
。
）
を
し
た
者
は
、
強
制
性
交
等
の
罪
と
し
、
五
年
」
に
、
「
女
子
を
姦
淫
し
た
」
を
「
者
に
対
し
、
性
交

等
を
し
た
」
に
改
め
る
。

第
百
七
十
八
条
の
見
出
し
中
「
準
強
姦
」
を
「
準
強
制
性
交
等
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
女
子
」
を
「
人
」
に
、
「
姦

淫
し
た
」
を
「
性
交
等
を
し
た
」
に
改
め
る
。

第
百
七
十
八
条
の
二
及
び
第
百
八
十
条
を
削
る
。

第
百
七
十
九
条
を
第
百
八
十
条
と
し
、
第
百
七
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
監
護
者
わ
い
せ
つ
及
び
監
護
者
性
交
等
）

第
百
七
十
九
条

十
八
歳
未
満
の
者
に
対
し
、
そ
の
者
を
現
に
監
護
す
る
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
影
響
力
が
あ
る
こ
と
に
乗
じ

て
わ
い
せ
つ
な
行
為
を
し
た
者
は
、
第
百
七
十
六
条
の
例
に
よ
る
。
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２

十
八
歳
未
満
の
者
に
対
し
、
そ
の
者
を
現
に
監
護
す
る
者
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
影
響
力
が
あ
る
こ
と
に
乗
じ
て
性
交
等
を

し
た
者
は
、
第
百
七
十
七
条
の
例
に
よ
る
。

第
百
八
十
一
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
第
百
七
十
八
条
第
一
項
」
を
「
、
第
百
七
十
八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
百
七
十
九
条

第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
若
し
く
は
第
百
七
十
八
条
第
二
項
」
を
「
、
第
百
七
十
八
条
第
二
項
若
し
く
は
第
百
七

十
九
条
第
二
項
」
に
、
「
女
子
」
を
「
人
」
に
、
「
五
年
」
を
「
六
年
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
削
る
。

第
百
八
十
二
条
中
「
姦
淫
さ
せ
た
」
を
「
姦
淫
さ
せ
た
」
に
改
め
る
。

か
ん

第
二
百
二
十
九
条
中
「
、
第
二
百
二
十
五
条
の
罪
及
び
こ
れ
ら
」
を
「
及
び
同
条
」
に
改
め
、
「
並
び
に
同
条
第
三
項
の
罪

」
及
び
「
、
営
利
又
は
生
命
若
し
く
は
身
体
に
対
す
る
加
害
の
目
的
に
よ
る
場
合
を
除
き
」
を
削
り
、
同
条
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
二
百
四
十
一
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
強
盗
・
強
制
性
交
等
及
び
同
致
死
）

第
二
百
四
十
一
条

強
盗
の
罪
若
し
く
は
そ
の
未
遂
罪
を
犯
し
た
者
が
強
制
性
交
等
の
罪
（
第
百
七
十
九
条
第
二
項
の
罪
を
除

く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
そ
の
未
遂
罪
を
も
犯
し
た
と
き
、
又
は
強
制
性
交
等
の
罪
若
し
く
は
そ
の

未
遂
罪
を
犯
し
た
者
が
強
盗
の
罪
若
し
く
は
そ
の
未
遂
罪
を
も
犯
し
た
と
き
は
、
無
期
又
は
七
年
以
上
の
懲
役
に
処
す
る
。
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２

前
項
の
場
合
の
う
ち
、
そ
の
犯
し
た
罪
が
い
ず
れ
も
未
遂
罪
で
あ
る
と
き
は
、
人
を
死
傷
さ
せ
た
と
き
を
除
き
、
そ
の
刑

を
減
軽
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
自
己
の
意
思
に
よ
り
い
ず
れ
か
の
犯
罪
を
中
止
し
た
と
き
は
、
そ
の
刑
を
減
軽
し

、
又
は
免
除
す
る
。

３

第
一
項
の
罪
に
当
た
る
行
為
に
よ
り
人
を
死
亡
さ
せ
た
者
は
、
死
刑
又
は
無
期
懲
役
に
処
す
る
。

第
二
百
四
十
三
条
中
「
ま
で
及
び
」
を
「
ま
で
、
」
に
、
「
第
二
百
四
十
一
条
ま
で
」
を
「
第
二
百
四
十
条
ま
で
及
び
第
二

百
四
十
一
条
第
三
項
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
二
十
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
の
処
罰
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
前
の
刑
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。
）
第
百
八
十
条
又
は
第
二
百
二
十
九
条
本
文
の
規
定
に
よ

り
告
訴
が
な
け
れ
ば
公
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
罪
（
旧
法
第
二
百
二
十
四
条
の
罪
及
び
同
条
の
罪
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を
幇
助
す
る
目
的
で
犯
し
た
旧
法
第
二
百
二
十
七
条
第
一
項
の
罪
並
び
に
こ
れ
ら
の
罪
の
未
遂
罪
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
こ

ほ

う

の
法
律
の
施
行
前
に
犯
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
既
に
法
律
上
告
訴
が
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
な
っ
て

い
る
も
の
を
除
き
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
は
、
告
訴
が
な
く
て
も
公
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

旧
法
第
二
百
二
十
九
条
本
文
の
規
定
に
よ
り
告
訴
が
な
け
れ
ば
公
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
罪
（

旧
法
第
二
百
二
十
四
条
の
罪
及
び
同
条
の
罪
を
幇
助
す
る
目
的
で
犯
し
た
旧
法
第
二
百
二
十
七
条
第
一
項
の
罪
並
び
に
こ
れ

ら
の
罪
の
未
遂
罪
を
除
く
。
）
で
あ
っ
て
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
犯
し
た
も
の
に
つ
い
て
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
す
る
告
訴

は
、
略
取
さ
れ
、
誘
拐
さ
れ
、
又
は
売
買
さ
れ
た
者
が
犯
人
と
婚
姻
を
し
た
と
き
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
た
め
に
そ
の
効
力
を

妨
げ
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
既
に
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
二
百
三
十
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
期
間
が
経
過
し
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

旧
法
第
二
百
二
十
四
条
の
罪
及
び
同
条
の
罪
を
幇
助
す
る
目
的
で
犯
し
た
旧
法
第
二
百
二
十
七
条
第
一
項
の
罪
並
び
に
こ

れ
ら
の
罪
の
未
遂
罪
で
あ
っ
て
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
犯
し
た
も
の
に
つ
い
て
こ
の
法
律
の
施
行
後
に
す
る
告
訴
の
効
力
に

つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
盗
犯
等
の
防
止
及
び
処
分
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）
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第
三
条

盗
犯
等
の
防
止
及
び
処
分
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
年
法
律
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
中
「
第
二
百
四
十
条
前
段
ノ
罪
若
ハ
第
二
百
四
十
一
条
前
段
ノ
罪
又
ハ
其
ノ
未
遂
罪
」
を
「
第
二
百
四
十
条
ノ
罪

（
人
ヲ
傷
シ
タ
ル
ト
キ
ニ
限
ル
）
又
ハ
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
ノ
罪
」
に
改
め
る
。

（
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

刑
事
訴
訟
法
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
五
十
七
条
の
四
第
一
項
第
一
号
中
「
第
百
七
十
八
条
の
二
」
を
「
第
百
七
十
九
条
」
に
、
「
第
二
百
四
十
一
条
前
段

」
を
「
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
百
三
十
五
条
第
一
項
た
だ
し
書
中
「
次
に
掲
げ
る
」
を
「
刑
法
第
二
百
三
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
外
国
の
代

表
者
が
行
う
告
訴
及
び
日
本
国
に
派
遣
さ
れ
た
外
国
の
使
節
に
対
す
る
同
法
第
二
百
三
十
条
又
は
第
二
百
三
十
一
条
の
罪
に

つ
き
そ
の
使
節
が
行
う
」
に
改
め
、
同
項
各
号
及
び
同
条
第
二
項
を
削
る
。

第
二
百
九
十
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
第
百
七
十
八
条
の
二
」
を
「
第
百
七
十
九
条
」
に
、
「
第
二
百
四
十
一
条
」
を

「
第
二
百
四
十
一
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
三
百
十
六
条
の
三
十
三
第
一
項
第
二
号
中
「
第
百
七
十
八
条
」
を
「
第
百
七
十
九
条
」
に
改
め
る
。
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（
刑
事
訴
訟
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
旧
法
第
百
七
十
八
条
の

二
の
罪
若
し
く
は
そ
の
未
遂
罪
、
旧
法
第
百
八
十
一
条
第
三
項
の
罪
又
は
旧
法
第
二
百
四
十
一
条
前
段
の
罪
若
し
く
は
そ
の

未
遂
罪
の
被
害
者
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
か
ら
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
五

十
四
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
刑
事
訴
訟
法
等
一
部
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施

行
の
日
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
四
号
施
行
日
」
と
い
う
。
）
の
前
日
ま
で
の
間
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の

刑
事
訴
訟
法
（
次
項
に
お
い
て
「
新
刑
事
訴
訟
法
」
と
い
う
。
）
第
百
五
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は

同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
と
み
な
し
、
第
四
号
施
行
日
以
後
は
、
刑
事
訴
訟
法
等
一
部
改
正
法
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

後
の
刑
事
訴
訟
法
第
百
五
十
七
条
の
六
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
者
と
み
な
す
。

２

附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
る
場
合
に
お
け
る
旧
法
第
百
七
十
八
条
の
二
の

罪
若
し
く
は
そ
の
未
遂
罪
、
旧
法
第
百
八
十
一
条
第
三
項
の
罪
又
は
旧
法
第
二
百
四
十
一
条
の
罪
若
し
く
は
そ
の
未
遂
罪
に

係
る
事
件
は
、
新
刑
事
訴
訟
法
第
二
百
九
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
件
と
み

な
す
。
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（
組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
六
条

組
織
的
な
犯
罪
の
処
罰
及
び
犯
罪
収
益
の
規
制
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
十
六
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
号
ヨ
中
「
第
二
百
四
十
一
条
」
を
「
第
二
百
四
十
条
」
に
、
「
、
強
盗
強
姦
及
び
同
致
死
」
を
「
）
、
第
二
百

か
ん

四
十
一
条
第
一
項
（
強
盗
・
強
制
性
交
等
）
若
し
く
は
第
三
項
（
強
盗
・
強
制
性
交
等
致
死
」
に
改
め
る
。

（
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続
に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法

律
第
七
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
三
条
第
一
項
第
二
号
イ
中
「
第
百
七
十
八
条
」
を
「
第
百
七
十
九
条
」
に
、
「
強
姦
」
を
「
強
制
性
交
等
」
に
、

か
ん

「
準
強
姦
」
を
「
準
強
制
性
交
等
、
監
護
者
わ
い
せ
つ
及
び
監
護
者
性
交
等
」
に
改
め
る
。

（
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
条

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第

百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。
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第
二
条
第
一
項
第
二
号
中
「
第
百
七
十
九
条
」
を
「
第
百
八
十
条
」
に
改
め
る
。

（
検
討
）

第
九
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
性
犯
罪
に
お
け
る
被
害
の
実
情
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後

の
規
定
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
性
犯
罪
に
係
る
事
案
の
実
態
に
即
し
た
対
処
を
行
う
た
め
の
施
策
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。


